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阿
蘇
に
滞
在
中
、
田
植
ま
つ
り
や
火
焚
き
神
事
な
ど
を
詠
ん
だ

「
阿
蘇
布
理
」
の
中
の
一
節
の
歌
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
碑
は
、
高
本
順
が
、
宝
暦
（
一
七
五
一
〜
一
七

六
四
）
の
数
年
間
、
学
問
に
打
ち
込
み
、
阿
蘇
家
塾

の
師
と
し
て
過
ご
し
た
萬
松
廬
跡
に
建
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
碑
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
次
の
よ
う
な
歌

も
残
し
て
い
ま
す
。
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萬
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月
の
宮
猶
す
み
ぬ
ら
む
昔
我
が
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む
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人
の
世
は
変
り
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山
里
の
 

　
　
　
我
ま
つ
風
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今
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吹
く
ら
し
 

＜高本　紫瞑（順）＞　1738～1813 
　高本順は、肥後藩学「時習館」の
教授で漢詩人として有名です。「萬
松廬」は高本順が居住した庵の跡で
す。若い時に父を失い心に期するこ
とがあって熊本城下から阿蘇に来
て、7年間阿蘇に在住しました。そ
の間、阿蘇家に所蔵の国学、和歌の
本を読破し、勉学の傍ら阿蘇家塾の
師として萬松廬で国学、和歌の道を
研究し合いました。とくに当時の阿
蘇の文化や風物などを書いた「阿蘇
布理」は大変貴重な文献となってお
り、このほか、和歌や漢詩でも阿蘇
を題材とした作品を数多く残してい
ます。 

阿蘇の散歩道
シリーズ阿蘇の文学碑めぐり② 

取材協力　中村道則氏 

し  めい すなお 
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■古神の森（宮地） 
阿蘇家の大宮司惟善以後の墓がある所です。慶長6
年（1601）、加藤清正は、徳川氏の許しを得て惟善
を大宮司として矢部から宮地に帰しました。宮地の
屋敷（現在地）に居を定め、古神の森から、矢部の
惟豊、惟種、惟将の神霊を遙拝するために、石の小
祠を建て古神社としました。この社が古神の地名の
由来です。 

ふ り 


